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ス
ギ
花
粉
症

ス
ギ
花
粉
は
２
月
か
ら
４
月
に
飛

散
す
る
た
め
、
春
の
訪
れ
と
共
に
、

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
涙

や
日
の
痒
み
な
ど
、
ス
ギ
花
粉
症
に

悩
ま
さ
れ
る
方
は
大
勢
い
ま
す
。
今

次
大
戦
前
、
ス
ギ
花
粉
症
は
稀
で
し

た
が
、
昭
和
４０
年
代
に
は
増
加
の

一

途
を
た
ど
り
、
わ
が
国
の
罹
患
者
は

二
千
万
人
以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ス
ギ
花
粉
症
が
多
発
し

た
の
は
、
戦
後
、
国
が
推
進
し
た
大

規
模
ス
ギ
植
林
に
よ
り
杉
の
人
工
林

が
急
増
し
、
そ
の
大
半
が
花
粉
を
飛

散
す
る
樹
齢
３０
～
４０
年
に
な

っ
た
こ

と
、
地
表
が
舗
装
さ
れ
て
花
粉
が
遠

く
ま
で
飛
ぶ

よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
と
関
連
が
あ
る

と
さ
れ
る
食
事

の
西
欧
化
、
環
境
汚

染
、
寄
生
虫
感
染

の
減
少
、
ス
ト
レ

ス
等
々
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
己
防
衛
機
能
と
し
て
の

免
疫
応
答

ス
ギ
花
粉
症
に
関
す
る
研
究
の
多

く
は
発
症
に
至
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
つ

て
い
ま
す
。

そ
の
根
拠
と
し
て
ス
ギ
花
粉
症
の

罹
患
率
の
地
域
差
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

す
な
わ
ち
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
量
は
少

な
い
が
光
線
被
曝
量
が
低
い
東
京
の

低
下
さ
せ
た
側
面
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
こ
の
観
点
か
ら
、
各

人
が
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
光
線
に

親
し
む
生
活
を
取
り
戻
し
て
欲
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

花
粉
症
の
光
線
療
法

と
こ
ろ
で
、
夏
、
日
光
浴
を
す
る

と
、
冬
、
風
邪
を
引
か
な
い
、
Ｌ
言

い
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
表

現
は
経
験
的
事
実
に
基
づ
く
知
恵
で

す
が
、
光
線
に
は
免
疫
応
答
を
調
節

い

て

で
、

ス
ギ

■
１

１

１

″ｌ

ｉ

ｉ

ｌ
ｌ

ｉ

‥

１

１
■
１

１

１

・．ｌ

ｉ

ｌ

ｌ
．ヽｒ
ｉ

‥

―ｌ
ｌ

ｉ

一ヽ言

し

て

正

し

く

作

】一一一一赫一　スギ賊勅晰細瀞鮭
諄

一つけ一一̈̈

か
に
さ
れ
て
い
一　
　
―
光
線
療
法
で
喫

ま
せ
ん
。
し
か
一
　
　
　
　
　
サ

ナ

モ

ア
光

線

協

腱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨
な
け
軸
務

法
を

し
ス
ギ
花
粉
症
“
　
　
　
　
　
サ
ナ
モ
ア
中
央
診
療

は
自
己
防
衛
機
一
　

　

　

　

　

　

　

　

医
学
博
士

宇

都

宮

　

光

明

　

轟

光
線
が
免
疫

能

の
根
幹

を
な

、、″．
卜
‥
‥
―

ｒヽｉ
二

ｉヽｔ
ｉ
ｌｉ‐
１
１
１

・．１
１
１
１

・．卜
ｉ
‥

一
‐
．．．．卜
ｉ
ｌ
ｌ
し
……１
１
■
応
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を
調
節

す

す
免
疫
系
が
ス
ギ
花
粉
を
抗
原
と
し

一
罹
患
率
は
２８

ｏ
７
％
、
ス
ギ
花
粉
の

一
る
作
用
は
、
免
疫
系
を
司
る
細
胞
分

て
認
識
し
て
抗
体
を
形
成
す
る
、
免

．
飛
散
量
は
多
い
が
光
線
被
曝
量
が
高

　

化
誘
導
作
用
と
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
調

疫
応
答
が
間
違

っ
た
抗
原
抗
体
反
応

　

い
九
州
、
四
国
は
１５

ｏ
６
％
と
報
告

　

節
作
用
の
二
大
作
用
を
持

つ
ビ
タ
ミ

を
起

こ
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
確

一
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
東
京
で
高
く

一
ン
Ｄ
を
生
成
す
る
か
ら
で
す
。
細
胞

か
で
す
。
筆
者
は
間
違

っ
た
反
応
の

一
地
方
で
低
い
花
粉
症
罹
愚
率
の
地
域

一
の
分
化
を
誘
導
す
る
作
用
が
免
疫
系

一
因
に
太
陽
光
線
を
遠
ざ
け
自
然
と

一
差
は
、
文
明
が
生
活
環
境
か
ら
光
線

一
に
及
ぼ
す
作
用
は
、
免
疫
機
能
に
関

隔
絶
し
た
文
明
生
活
が
関
わ

っ
て
い

一
と
共
に
暮
ら
す
ヒ
ト
本
来
の
生
活
を

一
係
す
る
血
液
幹
細
胞
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

る
文
明
病

の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

一
奪

っ
た
こ
と
が
免
疫
応
答
の
能
力
を

一
受
容
体
を
受
け
皿
に
し
て
、
単
球
や
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貪
食
細
胞

の
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ

ヘ
の

分
化
、
あ
る
い
は
リ

ン
パ
球
の
Ｔ
細

胞
や
Ｂ
細
胞

へ
の
分
化
を
促
し
、
細

胞
性
免
疫
や
液
性
免
疫
を
調
節
す
る

か
ら
で
す
。
ま
た
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝

を
調
節
す
る
作
用
は
、
身
体
を
構
成

す
る
６０
兆
と
い
わ
れ
る
細
胞
間

の
情

報
交
換
を
行
う
上
で
欠
か
せ
ず
、
約

一
兆
と
い
わ
れ
る
免
疫
担
当
細
胞
が

そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
に
応
じ
て
正

常
に
作
動
す
る
こ
と
を
助
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
光
線
は
体
質
を
改
善
し

て
ス
ギ
花
粉
症
を
予
防
し
ま
す
が
、

花
粉
が
飛
散
す
る
時
期
だ
け
で
な
く
、

日
頃
か
ら
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
予

防
す
る
上
で
大
切
で
す
。

平
成

二
十
六
年

元
旦

開

東
京
光
線
療
法
研
究
所

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

（六
日
よ
り
営
業
し
ま
す
）
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は

じ

め

に

私
た
ち
の
身
体
を
支
え
、
カ
ル
シ

ウ
ム
の
貯
蔵
庫
で
も
あ
る
骨
は
、
成

長
期
に
太
く
伸
び
、
成
長
が
停
止
し

た
後
は
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
が
維
持

さ
れ
て
い
る
だ
け
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
骨

は
絶
え
ず
新
陳
代
謝
を
行

っ
て
い
ま

す
。
古
い
骨
を
溶
か
し
、
新
し
い
骨

に
つ
く
り
替
え
る
作
業
を
黙
々
と
行
っ

て
お
り
、
骨
代
謝
と
呼
ば
れ
ま
す
。

骨
の
構
造

骨
に
は
、
皮
質
骨
と
海
綿
骨
と
い
っ

た
二
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
、

異
な

っ
た
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

皮
質
骨
は
、
緻
密
で
硬
く
、
極
め
て

強
い
の
で
す
が
、
海
綿
骨
は
、

梁
の

よ
う
な
骨
梁
が
網
目
状
に
走

っ
て
お

り
、

ス
ポ
ン
ジ
状
を
呈
し
、
皮
質
骨

よ
り
や
わ
ら
か
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

そ
の
皮
質
骨
と
海
綿
骨

の
含
ま
れ

る
割
合
は
、

身
体

の
部
位
や

一
つ
の

骨
の
部
位
に
よ

っ
て
も
異
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
大
腿
骨
で
は
、
骨
端
の
部

分
に
は
、

海
綿
骨
が
多
く
含
ま
れ
ま

す
が
、

こ
れ
は
関
節
に
近
い
た
め
、

硬
い
骨
で
は
軟
骨
を
傷
め
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
骨
幹
の
部
分
に
は
、
皮
質
骨

が
多
く
含
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
身
体

の
重
さ
に
耐
え
る
だ
け
の
強
度
が
必

要
な
た
め
で
す
。
ま
た
、

椎
体
は
硬

す
ぎ
る
と
、
椎
間
板
を
傷
め
る
た
め
、

主
に
海
綿
骨
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

骨
の
成
分

骨
の
主
成
分
は
、

ヨ

フ
ー
ゲ

ン
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
で
、
骨
は
コ
ラ
ー

ゲ

ン
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
リ
ン
で
で

き
た

ハ
イ
ド

ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
と

呼
ば
れ
る
リ

ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
結

晶
が
沈
着
し
て
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

骨
を
建
物
の
構
造
に
例
え
る
と
、

コ

ラ
ー
ゲ

ン
は
鉄
骨
で
、

ハ
イ
ド

ロ
キ

シ
ア
パ
ア
イ
ト
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

な
り
ま
す
が
、
強
靭
な

コ
ラ
ー
ダ

ン

は
、
骨
を
支
え
る
と
と
も
に
、
外
力

が
加
わ

っ
た
際
に
は
、
た
わ
む
こ
と

に
よ

っ
て
外
力
を
吸
収
し
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
、

ハ
イ
ド

ロ
キ
シ
ア
パ
タ

イ
ト
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
に

硬
く
て
丈
夫
で
す
が
、
外
力
の
加
わ

り
方
に
よ

っ
て
は
、
折
れ
る
と
い

っ

た
も
ろ
さ
を
併
せ
も
ち
ま
す
。

骨

代

謝

骨
は

一
生
を
通
し
て
、
体
む

こ
と

な
く
、
古
い
骨
を
壊
し
、
新
し
い
骨

を

つ
く

っ
て
お
り
、　
一
年
で
約
１０
％

の
骨
が
入
れ
替
わ
る
と
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
骨
代
謝
を
担
う
の
は
、
破
骨
細

胞
と
骨
芽
細
胞
で
す
。
破
骨
細
胞
は
、

骨

の
表
面
に
張
り
付
き
、
酵
素
や
酸

で
、
骨
を
溶
か
し
（骨
吸
収
）、
骨
芽

細
胞
は
、

ヨ

フ
ー
ゲ

ン
を
分
泌
し
、

ハ
イ
ド

ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
を
沈
着

さ
せ
て
骨
を
形
成
し
ま
す
（骨
形
成
）。

こ
の
サ
イ
ク
ル
は
、
「
骨
代
謝
回
転
」

ま
た
は

「
骨
の
リ
モ
デ
リ

ン
グ
」
と

呼
ば
れ
、
複
数
の
ホ
ル
モ
ン
や
ビ
タ

ミ

ン
Ｄ
、
サ
イ
ト
カ
イ

ン
等
に
よ

っ

て
、
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ

ル

シ
ウ

ム

と

ビ

タ

ミ

ン

Ｄ

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
９９
％
が
骨
内
に

あ
り
、
残
り
の
１
％
は
、
血
液
や
体

液
中
に
あ
り
ま
す
が
、
骨
や
歯

の
材

料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
神
経
伝
達

や
筋
収
縮
等

の
重
要
な
働
き
も
有
す

る
た
め
、
血
液
中

の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃

度
は
、
常
に

一
定
に
保

つ
必
要
が
あ

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
も
し
食
事
か

ら
十
分
な
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
で
き

ず
、
血
液
中

の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
が

低

下
す
る
と
、
不
足
分
を
骨
か
ら
補

お
う
と
し
ま
す
が
、
こ
の
時
、
副
甲

状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
破
骨
細
胞

の
働
き

を
活
性
化
し
、
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム

が
溶
け
出
し
、
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ

ム
濃
度
が
上
昇
す
る
仕
組
み
が
、
体

内
に
は
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、

紫
外
線
を
浴
び
て
皮
膚
で

合
成
さ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、

腸
管

か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
を
促
進
す
る

と
と
も
に
尿
中

へ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
排
泄

を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
カ
ル
シ

ウ
ム
濃
度
の
維
持
を
助
け
て
い
ま
す
。

骨
粗
霧
症

骨
粗
霧
症
は
、
骨
が
も
ろ
く
な
り
、

骨
折
し
や
す
く
な
る
状
態
の
こ
と
で

す
が
、
骨

の
強
度
は
、
骨
密
度

（骨

量

÷
面
積
）と
骨
質

の
二

つ
の
因
子

で
決
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
な
か
で
、

骨
量
は
、
骨
に
含
ま
れ
る
石
灰
分
等

の
量
を
表
し
、
数
値
が
高
い
程
、
骨

が
丈
夫
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

成
長
と
と
も
に
増
え
続
け
る
骨
量
も
、

２０
歳
頃
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
４０
歳
を

過
ぎ
る
と
徐
々
に
減
少
し
ま
す
。
な

お
、
骨
質
は
、
取
り
出
さ
な
い
と
評

価
で
き
な
い
た
め
、
骨
粗
霧
症

の
検

査
と
し
て
は
、
骨
密
度

の
み
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
骨
内

の
カ
ル
シ
ウ
ム
合
有
量
を
示
す
数
値

で
、
病
院
で
測
定
さ
れ
て
い
る
も

の

で
す
。

ま
た
本
邦
に
お
い
て
、
骨
粗
霧
症

の
診
断
は
、
①
脊
椎
圧
迫
骨
折
や
大

腿
骨
近
位
部
骨
折
が
起
き
て
い
る
場

合
と
②
骨
密
度
が
若
年
成
人

の
平
均

骨
密
度
の
７０
％
を
下
回
る
場
合
と
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
主
な
症
状
は
、
背

中
や
腰
の
痛
み
、
背
中
や
腰
の
弯
曲
、

身
長
の
低
下
等
で
す
。

骨
粗
霧
症
が
、
高
齢
者
の
身
体
活

動

の
低
下
に
つ
な
が
る
原
因
の

一
つ

で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
は
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
を
介
し
て
、
骨
を
丈
夫
に
し
、

骨
粗
髪
症
を
予
防
す
る
作
用
が
あ
り

ま
す
の
で
、
骨
折
等
を
起
こ
す
前
か

ら
使
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
致
し
ま

す
。
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目

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
は
午
年
で
す
。
サ
ナ
モ

ア
光
線
治
療
院
も
、
馬
に
あ
や
か
り

大
ジ
ャ
ン
プ
と
飛
躍
の
年
に
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
多
く
の
方
の
健
康

に
寄
与
す
る
た
め
に
は
、
汗
馬
の
労

も
い
と
わ
ず
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

中
し
上
げ
ま
す
。

第
十
九
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

本
年
度
も
、
昨
年
と
同
様
、
サ
ナ

モ
ア
光
線
治
療
師
養
成
講
座
を
六
月

末
に
開
講
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

光
線
治
療
院

の
開
業
を

ご
検
討
さ
れ

て
い
る
方
や
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に

つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
お
考
え
の
方

は
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
（〇
三
―

五
七

五
九
―

三
七

一
〇
）ま

で

ご
連

絡
下
さ
い
。

な
お
、
日
程
等
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
号
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例

の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者

の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

¨
四
月
十
九
日
（土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

一
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

今
回
は
先
に
行
わ
れ
た
サ
ナ
モ
ア

光
線
治
療
師
養
成
講
座
に
出
席
し
、

治
療
師
資
格
を
取
得
さ
れ
、
光
線
治

療
院
を
開
業
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
ん

き
　

りヽ

万
亀
羅

・
癒
し
や
本
舗

深
澤
恵
子

治
療
師

０

８

０

１

４

１

２

３

１

３

６

３

７

千
葉
県
柏
市
柏
３

１
７

１
‐７

ト
ー
カ
ン
キ
ャ
ス
テ
ー
ル
３‐３

Ｊ
Ｒ
柏
駅
よ
り
徒
歩
五
分

営
業
時
間

¨
完
全
予
約
制
。
受
診
者

と
の
相
談
に
て
決
定
致
し
ま
す
。

交
通

住 電 院
所 話 長

俳 募 集 器

当協会 の処 貴 に賛月 さ れ 、

サ ナモ ア光線療 法 の普 及 に

ご協 力項 け る方 、治療 院 の

用 業 を検 吉すな さ りた い方 は 、

お Folい合 わ せ くだ さ い

サナモア光線拾療院
下 153-0063
東 京 都 目 黒 区 日 黒 1-23-11
TEL (03)5759中 -3710
FAX (03)5759… Ⅲ3720

施
術
内
容

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
３０

分
施
行
後
、
筋
肉
の
バ
ラ
ン
ス
調
整

お
よ
び
リ
ン
パ

・
ト
リ
「
ト
メ
ン
ト

等
を
施
行
。
基
本
料
金
３
千
円
。

一
言

¨
以
前
か
ら
、
パ
ワ
ー

・
ス
ト
ー

ン
に
興
味
を
持

っ
て
お
り
、
様
々
な

ヒ
ー
リ
ン
グ
や
タ

ッ
チ
フ
ォ
ヘ
ル
ス

で
筋
肉
調
整
や
経
路
を
学
び
、
リ
ン

パ

・
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
勉
強
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
も
確
か
な

効
果
を
感
じ
た
治
療
は
、
子
供
の
頃

か
ら
身
近
に
あ
り
、
事
あ
る
ご
と
に

使

っ
て
い
た
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
で

し
た
。
青
い
鳥
が
、
自
分
の
す
ぐ
そ

ば
に
い
た
こ
と
に
よ
う
や
く
気
が

つ

き
、
こ
の
度
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療

師
養

成
講

座

を
受
講

し
た
次

第

で

す
。
先
日
、
五
十
肩
を
患

っ
た
際
に

は
、
腕
を
少
し
動
か
し
た
だ
け
で
痛

み
が
走

っ
た
の
で
す
が
、
サ
ナ
モ
ア

を
始
め
て
十
日
、
見
事
に
治
り
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
は
、
自
分
自
身

の
体
験

に
基
づ
き
、
自
信
を
持

っ
て
お
悩
み

の
方

の
治
療
に
当
た
り
た
い
と
思
い

ま
す
。



No 352 健康と光線 平成26年 1月 1日 (4)

「自
然
治
癒
力
の
向
上
と
療
術
」

「自
然
治
癒
力
の
向
上
と
光
線
療
法
」

（財
）全
国
療
術
研
究
財
団

光
線
部
門

宇
都
宮
　
光
明

成
さ
れ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
自
然
治
癒

力
と
深
く
関
わ

っ
て
い
る
ビ
タ
ミ

ン

Ｄ
は
紫
外
線
を
浴
び
れ
ば
過
不
足
な

く
生
成
さ
れ
る
が
、
魚
肉
を
除
く
食

品
に
は
殆
ど
含
ま
れ
な
い
た
め
、
紫

外
線
を
浴
び
な
い
と
容
易
に
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
欠
乏
症
を
起
こ
し
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
量
が
減
り
排
泄
量
が
増
え

て
カ
ル
シ
ウ
ム
の
血
中
濃
度
が
低
下

す
る
。
そ
の
た
め
副
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
の
パ
ラ
ソ
ル
モ
ン
が
骨
か
ら
カ
ル

シ
ウ
ム
を
血
中
に
溶
出
さ
せ
て
補
う

の
で
、
子
供
は
ク
ル
病
、
成
人
は
骨

粗
霧
症
に
な
る
。
こ
の
際
、
溶
出
し

た
カ
ル
シ
ウ
ム
は
血
中
か
ら
細
胞
内

に
移
行
し
て
細
胞
内
カ
ル
シ
ウ
ム
濃

度
が
上
昇
す
る
。

こ
の
状
態
を
カ
ル

シ
ウ
ム
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
と
呼
ぶ
が
、

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
の
危
険
因

子
に
な
る
。

ま
た
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
に
は
カ
ル
シ
ウ

ム
代
謝
調
節
作
用
に
加
え
て
、
全
身

の
細
胞
に
分
布
す
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
受

容
体
を
介
し
て
細
胞
分
化
を
誘
導
す

る
極
め
て
重
要
な
作
用
が
あ
る
。
具

体
例
を
挙
げ
る
と
、
免
疫
担
当
細
胞

の
リ

ン
パ
球

の
幹
細
胞
の
細
胞
分
化

を
誘
導
し
て
免
疫
機
能
を
担
う
細
胞

へ
の
分
化
を
促
し
、
感
染
症
や
ア
レ

ル
ギ
ー
を
予
防
す
る
。
ま
た
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
の
癌
予
防
効
果
を
棚
年
に
最
初

に
報
告
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ガ
ー
ラ
ン

ド
博
士
は
、
乳
癌
と
大
腸
癌

の
発
症

率
、
死
亡
率
が
、
ア
メ
リ
カ
北
部
で

高
く
南
部
で
低
い
の
は
紫
外
線
被
爆

量
の
多
寡
に
よ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
生
成

の
違
い
に
起
因
す
る
と
指
摘
し
た
の

で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
多
く
の
癌
で

追
試
確
認
さ
れ
て
い
る
。
な
お
ビ
タ

ミ

ン
Ｄ
に
は
悪
性
腫
瘍
細
胞

の
増
殖

を
抑
制
し
て
正
常
細
胞

へ
の
分
化
を

誘
導
す
る
作
用
が
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

可
視
光
線
と
体
内
時
計

毎
日
、
朝
日
を
浴
び
る
と
、　
一
日

を
２４
時
間
の
地
球
時
間
に
合
わ
せ
る

体
内
時
計
が
作
動
し
、
覚
醒
と
睡
眠

の
昼
夜
の
生
体
リ
ズ
ム
を
調
節
す
る
。

こ
の
生
体
リ
ズ
ム
を
国
内
リ
ズ
ム

・

概
日
リ
ズ
ム

・
サ
ー
カ
デ

ィ
ア
ン
リ

ズ
ム
と
呼
ぶ
が
、
可
視
光
線

の
光

エ

ネ
ル
ギ
ー
が
光
受
容
器
を
介
し
て
体

内
時
計
の
中
枢
の
視
床
下
部

の
視
交

叉
上
核
を
経
て
松
果
体
ホ
ル
モ
ン
の

メ
ラ
ト

ニ
ン
の
分
泌
を
抑
制
す
る
と
、

メ
ラ
ト

ニ
ン
の
前
駆
物
質

の
セ

ロ
ト

ニ
ン
の
働
き
を
高
め
る
た
め
、
覚
醒

の
リ
ズ
ム
が
オ

ン
に
な
り
、
活
動
に

適
し
た
リ
ズ
ム
が
始
動
す
る
。

一
方
、

陽
が
落
ち
て
暗
く
な
る
と
メ
ラ
ト

ニ

ン
が
増
し
セ
ロ
ト

ニ
ン
が
減
る
の
で
、

睡
眠
や
休
息
に
適
し
た
リ
ズ
ム
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
メ
ラ
ト

ニ
ン
の
日

内
変
動
は
、
覚
醒
と
睡
眠
だ
け
で
な

く
、
体
温
、
血
圧
、
心
拍
、
尿
量
、

ホ
ル
モ
ン
、
酵
素
、
食
欲
、
自
律
神

経
、
内
分
泌
系
機
能
な
ど
の
リ
ズ
ム

を
整
え
、
自
然
治
癒
力

の
向
上
に
好

影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。

赤
外
線
と

熱

シ
ョ
ッ
ク
蛋
白
質

赤
外
線
の
透
過
性
の
あ
る
温
熱
作

用
に
よ
る
、鎮
痛
効
果
、筋
緊
張
緩
和
、

末
梢
循
環
の
改
善
、
心
拍
出
量
の
増

大
、
発
汗
促
進
、
新
陳
代
謝
の
促
進
は

従
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
、

（
五
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
＜
）

光
線
療
法
の
起
源
と
理
念

光
線
療
法

の
起
源
は
、
先
人
が
大

陽
光
線
の
恵
み
を
直
感
的
、
体
験
的

に
会
得
し
、
太
陽
光
線
を
用
い
た
日

光
療
法
に
自
然
治
癒
力
を
向
上
さ
せ

病
変
を
治
癒
に
導
く
効
能
が
あ
る
と

信
じ
た
こ
と
に
あ
る
。
因
に
現
代
医

学
の
祖
と
さ
れ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は

日
光
療
法
を
積
極
的
に
医
療
に
取
り

入
れ
て
い
る
。

光
線
療
法
の
理
念
は
、
診
断
に
基

づ
い
て
病
因
に
直
接
作

用
す
る
特

異

的
治
療
法
を
用
い
る
現
代
医
学
の
手

法
と
異
な
り
、
光
線
と
い
う
限
ら
れ

た
手
法
を
用
い
て
自
然
治
癒
力
の
向

上
を
図
る
非
特
異
的
治
療
法
に
属
す

る
施
療
法
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、

光
線
療
法
は
全
体
的
、
全
人
的
な
施

療
法
で
病
気
で
な
く
病
人
を
診
る
の

で
あ

っ
て
、
病
人
が
良
く
な
る
の
は
自

然
治
癒
力
が
向
上
し
た
結
果
で
あ
る
。

光
線

で
生
成
さ
れ
る

ピ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
作
用

光
線
療
法
の
効
能
に
理
論
的
根
拠

を
与
え
た
の
は
、
光
線
の
抗
ク
ル
病

効
果
の
研
究
か
ら
、
二
十
世
紀
初
頭

に
紫
外
線
に
よ
リ
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
生

動全国療術研究財団

光 線 部 門

宇都宮光明
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（
四
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

温
熱
刺
激
で
誘
導
さ
れ
産
出
量
が
著

し
く
増
加
す
る
た
め
熱
シ
ョ
ッ
ク
蛋

自
質
と
呼
ば
れ
る
、
ス
ト
レ
ス
に
対

す
る
耐
性
を
誘
導
し
て
生
体
防
御
効

果
に
勝
れ
た

一
群
の
蛋
自
質
が
生
成

さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

熱
シ
ョ
ッ
ク
蛋
自
質
に
は
、
生
体

を
細
胞
傷
害
か
ら
防
御
す
る
作
用
、

Ｎ
Ｋ
細
胞
活
性
を
始
め
自
然
免
疫
能

を
高
め
る
作
用
、
蛋
自
質
の
品
質
を

管
理
す
る
作
用
が
あ
る
。
蛋
自
質
は

生
命
機
能
を
支
配
す
る
構
成
成
分
で
、

構
造
上
の
間
違
い
や
変
性
は
病
因
に

な
り
、
病
気
に
伴

っ
て
異
常
な
蛋
自

質
が
発
現
し
て
病
気
を
悪
化
さ
せ
る

が
、
熱
シ
ョ
ッ
ク
蛋
自
質
は
こ
れ
ら

の
蛋
自
質
の
異
常
を
正
常
に
戻
す
機

転
を
促
進
す
る
。
な
お
蛋
自
質
の
品

質
を
管
理
す
る
機
能
を
シ
ャ
ペ
ロ
ン

機
能
と
言
う
た
め
、
熱
シ
ョ
ッ
ク
蛋

自
質
を
分
子
シ
ャ
ペ
ロ
ン
と
言
う
が
、

蛋
自
質
の
品
質
管
理
は
自
然
治
癒
力

の
本
質
に
関
わ
る
作
用
で
あ
る
。

光
線

の
そ
の
他
の
作
用

こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
、
光
線
に

は
他
に
も
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の

低
下
、
尿
酸
の
排
泄
、
代
謝
の
克
進
、

肥
満
の
解
消
、
炭
塵
肺
の
予
防
な
ど

に
有
用
な
作
用
が
あ
る
。
な
お
併
せ

て
光
線
に
は
未
だ
科
学
的
に
解
明
さ

れ
て
い
な
い
効
能
が
あ
る
蓋
然
性
を

指
摘
し
て
結
び
と
す
る
。

「胆
道
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ー

の
施
療
経
験
」

〔
目
的
〕
症
例
は
長
年
に
わ
た
り
食

後
の
有
上
腹
部
痛
と
有
背
部
痛
に
苦

し
め
ら
れ
て
お
り
、
病
院
で
胆
道
ジ

ス
キ
ネ
ジ
ー
と
診
断
さ
れ
て
治
療
を

受
け
て
い
る
が
、
痛
み
が
治
り
き
ら

ず
に
続
い
て
い
る
た
め
、
光
線
療
法

に
望
み
を
託
し
て
来
院
さ
れ
た
。
施

療

の
結
果
、
著
効
を
得
た
の
で
施
療

経
験
を
報
告
す
る
。

〔
症
例
〕
患
者
　
５３
歳
　
主
婦
　
ス

ナ

ッ
ク
経
営

〔
主
訴
〕
特
に
ス
ナ

ッ
ク
で
接
客
中

に
飲
食
し
た
後
の
有
上
腹
部
を
中
心

に
し
た
腹
痛
発
作

〔
既
往
歴
〕
３７
歳
で
子
宮
頚
癌
に
罹

患
、
病
院
の
治
療
に
併
用
し
て
当
院

で
光
線
療
法
を
行

っ
た
。

〔
現
病
歴
〕
初
診
時
、
顔
面
蒼
自
で
、

有
上
腹
部
に
鈍
痛
が
あ
り
、
辛
そ
う

だ

っ
た
が
、
胆
道
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ー
は

命
に
関
わ
る
病
気
で
は
な
い
か
ら
安

心
し
て
施
療
を
続
け
よ
う
と
話
し
た
。

〔
療
法
な
ら
び
に
経
過
〕
施
療
は
四

台

の
光
線
治
療
器
を
使
い
、
同
時
照

射
し
た
。
カ
ー
ボ

ン
は
標
準
光
線

の

サ
ナ
モ
ア
Ａ
カ
ー
ボ

ン
と
強
赤
外
線

の
サ
ナ
モ
ア
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
の
組
み
合

わ
せ
か
、
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
と
強
可
視
線

の
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
の
組
み
合
わ
せ
を
用

い
て
、
側
臥
位
で
有
上
腹
部
６０
分
、

後
一頭
部
１０
分
、
足
裏
３０
分
、
膝
１０
分

照
射
し
て
か
ら
、
顔
面
１０
分
、
腰
部

と
臀
部
各
１５
分
照
射
し
、
次
い
で
仰

臥
位
で
、
左
か
ら
肩
、
有
か
ら
上
腹

部
、
左
か
ら
膝
に
各
１５
分
、
次
に
左

右
を
逆
に
し
て
、
有
か
ら
肩
、
左
か

ら
上
腹
部
、
有
か
ら
膝
に
各
１５
分
の

照
射
を
継
続
し
て
毎
日
行

っ
た
。

施
療
を
始
め
て

一
ヶ
月
が
過
ぎ
た

頃
に
は
、
腹
痛
は
軽
減
し
、
痛
み
の

発
作
の
間
隔
は
遠

の
き
、

三
ヶ
月
後

に
は
腹
痛
は
殆
ど
な
く
、
ス
ナ

ッ
ク

の
仕
事
も
支
障
な
く
こ
な
せ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
、
演
者

の
治
療
院
で

の
施
療
を
中
断
し
、
自
宅
で
光
線
療

法
を
継
続
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

そ
の
後
、
患
者
か
ら
の
連
絡
は
な
く

月
日
が
経
過
し
た
た
め
、
患
者
宅
に

電
話
を
し
て
病
状
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

患
者
本
人
が
電
話
に
出
て
、
先
生
、
胆

道
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ー
は
治
り
ま
し
た
か

ら
安
心
し
て
下
さ
い
、
と
言
わ
れ
た
。

〔
考
案
な
ら
び
に
結
語
〕
胆
道
ジ
ス

キ
ネ
ジ
ー
は
胆
道
系
に
器
質
的
疾
患

な
ど
の
異
常
を
認
め
な
い
の
に
、
胆

道
系
の
機
能
異
常
に
よ
り
、
食
事
直

後
ま
た
は
１
～
２
時
間
後
に
有
上
腹

部
痛
や
有
背
部
痛
を
認
め
る
病
態
で

あ
る
。
痛
み
は
鈍
痛
か
疼
く
よ
う
な

痛
み
が
多
く
、
黄
疸
は
起
き
な
い
か

起
き
て
も
軽
い
。

胆
道
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ー
は
胆
汁
の
排

出
に
関
係
す
る
自
律
神
経
や
消
化
管

ホ
ル
モ
ン
の
異
常
が
関
係
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
胆
道
系

機
能
は
自
律
神
経
の
働
き
に
よ

っ
て

調
節
さ
れ
て
い
る
が
、
自
律
神
経
の

バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
調
節
機
構
に
狂

い
を
生
じ
る
と
、
食
後
に
胆
道
系
が

異
常
運
動
を
起
こ
し
、
胆
汁
が
胆
嚢

や
胆
管
に
う

っ
滞
し
、
胆
道
内
圧
が

上
昇
し
て
、
胆
石
症

の
よ
う
な
痛
み

を
生
じ
る

の
が
胆
道
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ー

の
本
態
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
胆
道
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ー
の

施
療
に
光
線
療
法
を
行

っ
て
著
効
を

得
た
が
、
光
線

の
深
部
温
熱
作
用
に

よ
り
胆
道
系
の
異
常
運
動
が
抑
え
ら

れ
て
腹
痛
が
和
ら
い
だ
か
ら
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
施
療

の
鎮

痛
効
果
は

一
過
性
で
限
ら
れ
て
い
る

の
で
、
施
療
を
繰
り
返
し
、
繰
り
返

し
鎮
痛
を
体
感
さ
せ
る
こ
と
で
、
自

律
神
経
の
バ
ラ

ン
ス
は
調
節
さ
れ
て

安
定
し
、
胆
道

の
異
常
運
動
は
解
消

し
て
、
胆
道
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ー
に
由
来

す
る
痛
み
の
過
敏
状
態
か
ら
脱
却
し

た
結
果
で
あ
る
。

社団法人 神奈川県療術師会

海渡一二三
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□
□
回
□
□

気
管
支
喘
息
に
よ
る
呼
吸
器
症
状
が

サ
ナ
モ
ア
で
改
善

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―
一三
五
八

症
例
　
５２
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
以
前
か
ら
、
風
邪
を
こ
じ
ら

せ
や
す
く
、
咳
が
長
引
く
こ
と
も
度
々

で
あ

っ
た
が
、
夜
間
に
激
し
い
咳
で

覚
醒
す
る
よ
う
に
な
り
、
呼
吸
苦
も

伴

っ
た
た
め
、
呼
吸
器
科
を
受
診
。

そ
こ
で
、
気
管
支
喘
息
と
診
断
さ
れ
、

投
薬
治
療
を
受
け
て
、
激
し
い
咳
で

覚
醒
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
喘
息

発
作
は
起
こ
ら
な
く
な
る
。
し
か
し
、

翌
年
の
冬
に
再
び
、
風
邪
を
き

っ
か

け
と
し
て
、
喘
息
様
の
症
状
が
出
始

め
た
た
め
、
今
回
は
、
数
年
前
に
妻

が
購
入
し
た
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器

を
使
い
光
線
治
療
を
始
め
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
最
初
Ａ
Ｂ
カ
ー

ボ
ン
で
、
足
裏
３０
分
、
排
腹
部
３０
分
、

足
の
甲
３０
分
、
膝
３０
分
照
射
。
そ
の

後
、
腹
部
３０
分
、
腰
部
３０
分
、
背
部

３０
分
、
前
頚
部
２０
分
の
照
射
を
朝
晩

二
回
施
行
し
た
。
光
線
療
法
を
開
始

し
て
か
ら
、
呼
吸
が
自
然
と
深
く
な

っ

た
よ
う
に
感
じ
、
熟
睡
で
き
る
よ
う

に
な
る
。　
一
週
間
が
経
過
し
た
頃
に

は
、
咳
の
回
数
は
減
り
、
夜
間
に
激

し
く
咳
こ
ん
で
覚
醒
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な

っ
た
。
こ
の
頃
、
薬

剤
師

の
友
人
か
ら
、
薬
に
は
効
果
以

外
に
副
作
用
が
あ
る
か
ら
、
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
と
聞
い
た
が
、
サ
ナ

モ
ア
に
は
副
作
用
の
心
配
が
な
い
こ

と
が
大
き
な
長
所
で
、
気
管
支
喘
息

に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
よ

か

っ
た
と
話
し
て
い
る
。
現
在
、　
一

日

一
回
の
照
射
を
欠
か
さ
ず
行

っ
て

い
る
が
、
気
管
支
喘
息
は
落
ち
着
い

て
お
り
、
快
適
な
日
常
を
過
ご
し
て

い
る
。

□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
高
齢
者
の

大
腿
骨
骨
折
術
後
を
治
療

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
曾
笙
則
巴
氏
報
告

症
例
　
９０
歳
　
女
性

症
状

・
療
法
経
過
　
長
年

の
サ
ナ
モ

ア
愛
用
者
。
お
風
呂
場
で
滑

っ
て
転

倒
し
、
救
急
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
大

腿
骨
骨
折
と
診
断
。
２０

ｍ
程
の
金
属

製
の
プ
レ
ー
ト
を
ボ
ル
ト
で
固
定
す

る
と
い

っ
た
大
手
術
を
受
け
た
後
、

リ

ハ
ビ
リ
を
施
行
し
、
約
二
十
日
の

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
九
二
Λ
革
麒
二．
―‐
一二
“
〓
軌

入
院
期
間
で
退
院
と
な
る
。
し
か
し
、

以
前
の
よ
う
に
歩
く
こ
と
が
で
き
ず
、

創
部
に
痛
み
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
つ
い
て
相
談
。

ご
本
人
は
、
金
属
の
プ
レ
ー
ト
が
入

っ

て
い
る
と
、
サ
ナ
モ
ア
を
使
え
な
い

の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
た

た
め
、
金
属
が
あ

っ
て
も
支
障
な
く

サ
ナ
モ
ア
を
照
射
で
き
る
こ
と
を
伝

え
、
と
に
か
く
、
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
で
、

創
部
を
中
心
と
し
て
長
時
間
照
射
す

る
よ
う
指
導
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
痛
み
も
少
し
ず

つ
軽
く
な
り
、
杖
を
つ
い
て
歩
け
る

よ
う
に
な

っ
た
が
、
創
部
は
す
ぐ
に

痛
く
な
る
の
で
、
そ
の
都
度
、
サ
ナ

モ
ア
を
照
射
し
て
い
る
と
の
報
告
を

受
け
た
。
そ
の
後
も
毎
日
の
よ
う
に

サ
ナ
モ
ア
を
続
け
て
い
た
が
、
徐
々

に
、
台
所
に
立

っ
た
り
、
畑
仕
事
を

し
た
り
、
自
転
車
で
買
い
物
に
も
行

け
る
よ
う
に
な

っ
た
と
の
こ
と
。

痛
み
を
自
覚
す
る
と
、
す
ぐ
に
サ

ナ
モ
ア
を
照
射
し
な
が
ら
約
二
年
が

経
過
し
た
現
在
に
お
い
て
は
、
以
前

に
も
増
し
て
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
お

り
、
最
近
、
よ
う
や
く
完
治
し
た
よ

う
で
、
サ
ナ
モ
ア
が
な
か

っ
た
ら
、

き

っ
と
寝
た
き
り
に
な

っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
と
感
慨
深
げ
に

話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
歳
に
な

っ

て
も
、
サ
ナ
モ
ア
は
効
く
も

の
で
す

ね
と
大
変
喜
ば
れ
て
い
た
。
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同
同
一回
一□
□

網
膜
剥
離
、
糖
尿
病
を

サ
ナ
モ
ア
で
治
療

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
〓
一氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七

さ
ら
に
、
仰
臥
位
と
し
て
、
有
顔
面
、

左
腰
部
、
有
膝
側
面
を
１５
分
照
射
し

て
か
ら
、
左
顔
面
、
有
腰
部
、
左
膝

側
面
を
１５
分
照
射
し
た
。
当
院
で
の

治
療
は
、
自
宅
治
療
と
合
わ
せ
、
根

気
よ
く
続
け
た
が
、
平
成

１２
年
６
月

か
ら
約

一
年
半
行

っ
た
。
そ
の
後
の

病
院

の
検
査
で
、
血
糖

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
が
改
善
し
て
い
る
と
説
明
を
受
け
、

眼
科
医
は
、
視
力
が
予
想
以
上
に
改

善
し
て
い
る
点
を
不
思
議
が
り
、
網

膜
剥
離
の
場
合
、
な
か
な
か
視
力

の

回
復
は
難
し
い
の
に
と
話
さ
れ
た
。

患
者
は
良
く
見
え
る
よ
う
に
な

っ
た

と
喜
ん
で
い
る
が
、
今
後
も
自
宅
で

の
光
線
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
の
必

要
性
を
説
明
し
た
。

症
例
　
６３
歳
　
主
婦

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
。
糖
尿
病

に
て
通
院
加
療
中
に
視
力
低
下
を
認

め
、
眼
科
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
網

膜
剥
離
を
指
摘
。
病
院
で
治
療
を
開

始
し
た
が
、
サ
ナ
モ
ア
で
も
治
療
し

た
い
と
来
院
さ
れ
た
。
受
診
時
、
他

に
椎
間
板

ヘ
ル

ニ
ア
に
よ
る
腰
痛
と

下
肢

の
し
び
れ
、
巻
き
爪
等
も
認
め

ら
れ
た
た
め
、
合
わ
せ
て
治
療
を
行

っ

た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
四
台

の
治
療

器
で
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
を
使
用
。
最

初
、
側
臥
位
に
て
、
顔
面
、
腰
部
、

臀
部
、
膝
を
６０
分
照
射
。
次
に
、
後

頭
部
、
腹
部
、
足
裏
を
１５
分
照
射
。

□
団
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
妊
娠
に
伴
う
体
調
不
良
が
改
善

目
黒
区
　
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

束
原
　
な

つ
子
氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ
Ｏ
三
―
五
七
五
九
―
三
七
一〇

症
例
　
３８
歳
　
女
性

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
。
以
前
か

ら
、
疲
れ
や
す
く
、
全
身
倦
怠
、
体

調
不
良
を
訴
え
て
、
不
定
期
で
サ
ナ

モ
ア
光
線
治
療
院
に
通

っ
て
お
り
、

自
宅
で
の
治
療
と
並
行
し
て
光
線
療

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ

ン
の
志
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
最
も

効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式

の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

・
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間
の
照
射
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は
つ
ら
つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、
カ
ー
ボ
ン
の

消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ

ョ
イ
ン
ト
で

き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
を
つ
な

い
で
お
け
ば
、
自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定
し
た
光
線
を
放
射

し
ま
す
。

＊

な
お
、
は
？
ら
つ
さ
ん
ご
使
用
の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト

カ
ー
ボ
ン
以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
使
用

上
の
注
意
は
、
「
は
つ
ら
つ
さ
ん
取

扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

法
を
行

っ
て
い
た
。
今
回
、
第

二
子

で
妊
娠
五
か
月
に
入

っ
た
頃
か
ら
、

身
体
が
重
く
、
体
調
が
思
わ
し
く
な

い
と
の
理
由
で
来
院
さ
れ
た
ｃ

療
法
経
過
　
治
療
に
は
、
五
台

の
治

療
器
を
使
用
。
側
臥
位
に
て
、
腹
部

（Ｂ
Ｄ
）、
膝
⌒Ａ
Ｂ
）、
後
頚
部
（Ｂ
Ｄ
）、

腰
部
（Ｂ
Ｄ
）、

足
裏
（Ａ
Ｂ
）を

４０
分

全
身
照
射
。
治
療
院
で
の
全
身
照
射

を
、
週

一
回
の
ペ
ー
ス
で
行
う
と
と

も
に
、
自
宅
で
の
光
線
治
療
を
継
続
。

全
身
照
射
を
受
け
る
と
、
身
体
が
軽

く
な
る
よ
う
に
感
じ
る
と
話
し
て
い

た
が
、
無
事
に
第
二
子
を
出
産
し
た
。

現
在
、
二
人
の
子
育
て
を
行

っ
て
多

忙
な
日
々
の
合
間
に
、
不
定
期
で
サ

ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
に
も
来
ら
れ
て

い
る
。

は
つ
ら
つ
き
一雄
一と

ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
■
ボ
ン
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サナモア
光線

愛用

サ

ナ

モ

ア
に
出

会

え

た

こ
と

に
感
謝

で
す

横
浜
　
坂
巻

ま
ゆ
み
様

私
が
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
と
出
会

っ

た
の
は
、
椎
間
板

ヘ
ル

ニ
ア
と
診
断

さ
れ
、
痛
み
と
闘

っ
て
い
た
平
成
二

十

三
年
四
月
で
す
。
そ
の
年
の

一
月

に
受
診
し
た
整
形
外
科
で
処
方
さ
れ

た
薬
で
少
し
改
善
し
た
た
め
、
最
初

は
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
症
状

は
好
転
せ
ず
、
接
骨
院
に
も
通
い
ま

し
た
が
、
無
理
し
て
動
い
て
い
る
う

ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
痛
み
が
強
く
な

り
、
歩
く
こ
と
も
で
き
ず
、　
一
日
横

に
な

っ
て
い
る
日
も
あ
る
よ
う
な
状

態
で
し
た
。
も
う
残
る
手
段
は
手
術

し
か
な
い
と
考
え
て
い
た
頃
、
知
人

か
ら
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
試
し
て

み
な
い
か
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。
そ

れ
ま
で
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
な
ど

聞
い
た
こ
と
も
な
か

っ
た
私
に
と

っ

て
は
、
光
線
療
法
で
治
る
の
か
疑
問

に
感
じ
ま
し
た
が
、
同
様
の
症
状
で

サ
ナ
モ
ア
を
試
し
て
治

っ
た
知
人
の

説
得
力
の
あ
る
話
か
ら
、
治
療
を
受

け
る
決
心
が
つ
き
ま
し
た
。

治
療
は
、
週
に
二
回
、
足
裏
か
ら
、

膝
、
腰
、
背
中
、
お
腹
等
を
約

一
時

間
照
射
し
ま
し
た
。
治
療
を
開
始
し

て
か
ら
数
回
、
膝
や
す
ね
の
あ
た
り

に
、
ぴ
り
ぴ
り
と
し
た
痛
み
を
感
じ

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
治
療
の
過
程
で

起
こ
り
う
る
こ
と
だ
と
説
明
さ
れ
安

心
し
ま
し
た
。
五
、
六
回
治
療
を
受

け
た
頃
か
ら
、
少
し
ず
つ
、
そ
の
効

果
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
二
か
月

が
経
過
し
た
頃
に
は
、
腰
の
痛
み
は

か
な
り
楽
に
な
り
、
長
距
離
歩
行
も

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
ほ
ど
、

普
通
に
歩
け
る
こ
と
の
喜
び
を
実
感

し
た
こ
と
は
、
今
ま
で
に
あ
り
ま
せ

ん
。
本
当
に
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

そ
の
後
、
別
の
友
人
が
腰
を
痛
め
、

私
が
治
療
し
た
病
院
を
教
え
て
欲
し

い
と
言
わ
れ
た
の
で
、
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法
で
治

っ
た
話
を
す
る
と
、
是

非
試
し
て
み
た
い
と
の
こ
と
。
今
度

は
私
の
話
を
信
じ
、
安
心
し
て
友
人

も
毎
日
照
射
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

ん
な
に
い
い
の
な
ら
購
入
し
た
い
と
、

今
で
は
マ
イ
治
療
器
を
愛
用
し
て
、

す

っ
か
り
良
く
な
り
ま
し
た
。
副
作

用
が
な
い
こ
と
も
い
い
点
だ
と
思
い

ま
す
。

一
時
は
手
術
ま
で
考
え
て
い
た
自

分
自
身
も
、
あ
の
時
の
痛
み
が
嘘
の

よ
う
で
す
。
も

っ
と
も

っ
と
、
サ
ナ

モ
ア
光
線
療
法
が
広
ま
れ
ば
い
い
で

す
ね
。

今
は
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
出

会
え
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
思

っ
て

い
ま
す
し
、
紹
介
し
て
く
れ
た
知
人

に
も
た
だ
感
謝
で
す
！

「
…
耳茸鳳蟹∬飩罰
体験記を募集 してお ります。 なお掲載

させて頂 いた方 には、薄謝 を贈呈致 し

ます。

サナモア体験言己の投稿について、メー

ルで の募集 も開始 いた しま した。下記

のア ドレスまで、お気軽 にご投稿 をお

願 い申しあげます。

メールア ドレス :

t.._雙、聖堅狂翌1」璽R

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）
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